
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 東海財務局長

【提出日】 平成29年４月14日

【四半期会計期間】 第44期第２四半期（自　平成28年12月１日　至　平成29年２月28日）

【会社名】 株式会社エッチ・ケー・エス

【英訳名】 HKS CO.,LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　水口　大輔

【本店の所在の場所】 静岡県富士宮市上井出2266番地

【電話番号】 ０５４４（２９）１１１１

【事務連絡者氏名】 取締役財務部長　　髙根澤　進

【最寄りの連絡場所】 静岡県富士宮市北山7181番地

【電話番号】 ０５４４（２９）１１１１

【事務連絡者氏名】 取締役財務部長　　髙根澤　進

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

EDINET提出書類

株式会社エッチ・ケー・エス(E02238)

四半期報告書

 1/17



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第43期

第２四半期連結
累計期間

第44期
第２四半期連結
累計期間

第43期

会計期間

自平成27年
　９月１日
至平成28年
　２月29日

自平成28年
　９月１日
至平成29年
　２月28日

自平成27年
　９月１日
至平成28年
　８月31日

売上高 （千円） 3,496,592 3,366,936 7,336,391

経常利益 （千円） 172,314 70,136 436,487

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 207,033 84,518 382,644

四半期包括利益または包括利益 （千円） 94,518 172,303 138,420

純資産額 （千円） 8,312,559 8,407,197 8,288,999

総資産額 （千円） 11,400,604 11,797,915 11,972,588

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 55.95 23.43 103.90

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 72.4 70.8 68.8

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 747,500 △13,910 1,186,379

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △815,813 △1,172 △1,143,859

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 170,033 △262,797 603,848

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,500,314 1,708,487 1,966,452

 

回次
第43期

第２四半期連結
会計期間

第44期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成27年
　12月１日
至平成28年
　２月29日

自平成28年
　12月１日
至平成29年
　２月28日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 32.79 7.07

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策や金融政策により緩やかな回復基調をみせ

てはいるものの、明確な成長戦略が見えず、個人消費は伸び悩んでおります。一方、海外におきましても、全体的に

景気は穏やかな回復を維持しておりますが、米国の新政権の政治運営や英国のＥＵ離脱交渉の本格化等先行き不透明

な状況ではあります。

　当社グループが属しております自動車業界におきましては、国内における乗用車需要は若干伸びたものの、米国に

おける先行き不安等、予断を許さない状況となっております。

　このような中、当社は、タイ国の子会社におけるマフラー新工場の稼働開始、米国における子会社の設立準備等、

グローバル展開を推し進める一歩を踏み出しております。

　当社が主とする自動車のアフターマーケット事業は、国内においては前年同期を若干上回る結果となりましたが、

海外においては北米、アジア地区で売上高が伸び悩み、前年同期を下回りました。受託開発業務においては、前年同

期は大きな伸びを見せたものの、当期は前年同期のような伸びはなく売上高は減少となりました。また、ガソリンと

ガス燃料を併用して走行することができるＢｉ-Ｆｕｅｌ車改造事業の売上高は増加、ディーゼルエンジンを天然ガ

スエンジンに改造するＣＮＧ事業の売上高は減少となっております。この結果、当第２四半期連結累計期間における

連結売上高は3,366百万円（前年同期比3.7％減）となりました。

　損益面では、前年同期に比べ広告宣伝費が上半期に集中したこと等により、販売費及び一般管理費が増加したた

め、営業利益は27百万円（前年同期比84.5％減）、為替が前期末に比べて円安に進んだことから為替差益21百万円の

計上等により経常利益は70百万円（前年同期比59.3％減）となりました。また、受取補償金等の特別利益への計上、

および当社代表取締役社長であった長谷川浩之の逝去による役員退職慰労金および社葬に関する費用等の特別損失へ

の計上により、親会社株主に帰属する四半期純利益は84百万円（前年同期比59.2％減）となりました。

 

（2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）残高は、前第２四半期連結会

計期間末に比べ208百万円増加し、1,708百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は13百万円（前年同期は747百万円の取得）となりました。これは主に減価償却費253

百万円および売上債権の減少による資金の増加額175百万円等の増加要因がありましたが、たな卸資産の増加による

資金の減少額226百万円および法人税等の支払額197百万円等の減少要因があったことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は１百万円（前年同期は815百万円の使用）となりました。これは主に定期預金の減

少額550百万円等の増加要因がありましたが、タイ国子会社の新工場設立にともなう土地の取得額等を含む有形固定

資産の取得額514百万円等の減少要因があったことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は262百万円（前年同期は170百万円の取得）となりました。これは主に長・短借入金

の減少による208百万円の支出および配当金の支払額53百万円の支出があったことによるものです。

 

（3）事業上および財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（4）研究開発活動

  当第２四半期連結累計期間における研究開発費総額は423百万円であります。なお、当第２四半期連結累計期間に

おいて、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,562,000

計 19,562,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数 (株)
（平成29年２月28日）

提出日現在発行数 (株)
（平成29年４月14日）

上場金融商品取引所名または登
録認可金融商品取引業協会名

内容

　普通株式 4,000,000 4,000,000
東京証券取引所　ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

1,000株

計 4,000,000 4,000,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　該当事項はありません。

 

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成28年12月１日～

平成29年２月28日
－ 4,000,000 － 878,750 － 963,000
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（６）【大株主の状況】

  平成29年２月28日現在

氏名または名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社アポロ 静岡県富士宮市上井出2213 1,588 39.70

株式会社静岡銀行

　（常任代理人　日本マスタートラ

スト信託銀行株式会社）

静岡県静岡市葵区呉服町1丁目10番地

（東京都港区浜松町2丁目11番3号）
170 4.25

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内1丁目2番1号 135 3.38

長谷川浩之 静岡県富士宮市 130 3.27

株式会社山梨中央銀行 山梨県甲府市丸の内1丁目20－8 130 3.25

静岡キャピタル株式会社 静岡県静岡市清水区草薙北2-1 98 2.45

ＨＫＳ従業員持株会 静岡県富士宮市上井出2266 94 2.37

山本衛 静岡県富士宮市 93 2.34

北川五一 静岡県藤枝市 88 2.20

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内2丁目7番1号 84 2.10

計 ― 2,612 65.31

　（注）１．上記のほか、自己株式392千株(9.82%）を保有しております。

２．上記大株主の長谷川浩之氏（当社前代表取締役社長）は平成28年11月９日に逝去いたしましたが、平成29年

２月28日現在、名義変更手続が未了のため、株主名簿上の名義に基づき記載しております。

 

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年２月28日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

 無議決権株式 　　　　　　　－ 　　　　　　　　－ －

 議決権制限株式（自己株式等） 　　　　　　　－ 　　　　　　　　－ －

 議決権制限株式（その他） 　　　　　　　－ 　　　　　　　　－ －

 完全議決権株式（自己株式等）  普通株式  392,000 　　　　　　　　－ －

 完全議決権株式（その他）  普通株式 3,603,000               3,603 －

 単元未満株式  普通株式    5,000 　　　　　　　　－ －

 発行済株式総数  普通株式 4,000,000 　　　　　　　　－ －

 総株主の議決権 　　　　　　　－               3,603 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式966株が含まれております。
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②【自己株式等】

平成29年２月28日現在
 

所有者の氏名または名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合

（％）

株式会社エッチ・ケ－・

エス

静岡県富士宮市上井出

2266
392,000 － 392,000 9.82

計 － 392,000 － 392,000 9.82

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

 

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年12月１日から平

成29年２月28日まで）および第２四半期連結累計期間（平成28年９月１日から平成29年２月28日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、芙蓉監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年２月28日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,316,452 1,808,487

受取手形及び売掛金 1,208,261 1,036,065

有価証券 799,945 300,000

製品 1,255,462 1,457,622

仕掛品 221,243 209,091

原材料及び貯蔵品 585,807 543,563

その他 193,485 494,506

貸倒引当金 △3,644 △4,339

流動資産合計 6,577,014 5,844,997

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,237,654 1,232,855

機械装置及び運搬具（純額） 1,160,431 1,088,594

土地 1,803,112 1,986,952

リース資産 - 33,718

建設仮勘定 265,578 369,604

その他（純額） 103,314 117,085

有形固定資産合計 4,570,090 4,828,811

無形固定資産   

その他 99,227 134,282

無形固定資産合計 99,227 134,282

投資その他の資産   

投資有価証券 593,508 843,654

その他 171,222 184,123

貸倒引当金 △38,474 △37,954

投資その他の資産合計 726,255 989,823

固定資産合計 5,395,573 5,952,917

資産合計 11,972,588 11,797,915

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 622,335 761,808

短期借入金 630,108 477,252

リース債務 - 4,122

未払法人税等 186,264 26,795

賞与引当金 87,723 70,220

その他 613,549 636,035

流動負債合計 2,139,980 1,976,233

固定負債   

長期借入金 1,083,061 1,027,910

リース債務 - 31,949

役員退職慰労引当金 138,410 26,470

退職給付に係る負債 286,667 298,653

資産除去債務 4,480 4,515

その他 30,989 24,986

固定負債合計 1,543,607 1,414,484

負債合計 3,683,588 3,390,717
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年２月28日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 878,750 878,750

資本剰余金 963,000 963,000

利益剰余金 6,796,957 6,827,369

自己株式 △306,100 △306,100

株主資本合計 8,332,606 8,363,019

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 31,439 65,250

為替換算調整勘定 △122,200 △71,053

その他の包括利益累計額合計 △90,761 △5,803

非支配株主持分 47,154 49,981

純資産合計 8,288,999 8,407,197

負債純資産合計 11,972,588 11,797,915
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年９月１日
　至　平成28年２月29日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年９月１日
　至　平成29年２月28日)

売上高 3,496,592 3,366,936

売上原価 2,135,461 2,021,700

売上総利益 1,361,131 1,345,235

販売費及び一般管理費 ※ 1,183,989 ※ 1,317,770

営業利益 177,142 27,464

営業外収益   

受取利息 7,698 3,831

受取配当金 2,640 2,624

貸倒引当金戻入額 1,808 -

為替差益 - 21,695

その他 11,928 19,875

営業外収益合計 24,075 48,027

営業外費用   

支払利息 4,435 5,082

為替差損 24,151 -

その他 315 273

営業外費用合計 28,902 5,355

経常利益 172,314 70,136

特別利益   

固定資産売却益 128 1,143

補助金収入 156,229 10,000

受取補償金 - 70,075

特別利益合計 156,357 81,219

特別損失   

固定資産売却損 715 6

固定資産除却損 70 16,459

社葬費用 - 17,720

役員退職慰労金 - 31,508

特別損失合計 786 65,695

税金等調整前四半期純利益 327,886 85,660

法人税、住民税及び事業税 67,928 41,734

法人税等調整額 49,098 △38,612

法人税等合計 117,026 3,122

四半期純利益 210,859 82,537

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
3,825 △1,980

親会社株主に帰属する四半期純利益 207,033 84,518
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年９月１日
　至　平成28年２月29日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年９月１日
　至　平成29年２月28日)

四半期純利益 210,859 82,537

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △48,468 33,811

為替換算調整勘定 △67,872 55,954

その他の包括利益合計 △116,341 89,766

四半期包括利益 94,518 172,303

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 95,756 169,476

非支配株主に係る四半期包括利益 △1,237 2,827
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年９月１日
　至　平成28年２月29日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年９月１日
　至　平成29年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 327,886 85,660

減価償却費 208,248 253,016

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,808 139

賞与引当金の増減額（△は減少） △14,418 △17,503

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △3,880 △111,940

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 11,835 11,985

受取利息及び受取配当金 △10,338 △6,456

支払利息 4,435 5,082

為替差損益（△は益） 1,109 △1,149

有形固定資産除売却損益（△は益） 657 15,322

補助金収入 △156,229 △10,000

受取補償金 - △70,075

売上債権の増減額（△は増加） 315,523 175,735

たな卸資産の増減額（△は増加） △30,125 △226,117

その他の流動資産の増減額（△は増加） △14,018 △15,758

仕入債務の増減額（△は減少） 31,393 119,477

その他の流動負債の増減額（△は減少） 78,231 17,704

未払消費税等の増減額（△は減少） △276 △27,466

その他 △342 △16,245

小計 747,882 181,410

利息及び配当金の受取額 9,349 6,934

利息の支払額 △4,774 △5,100

法人税等の支払額 △4,957 △197,155

営業活動によるキャッシュ・フロー 747,500 △13,910

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の純増減額（△は増加） △378,985 550,000

有価証券の償還による収入 - 200,000

有形固定資産の取得による支出 △428,146 △514,563

有形固定資産の売却による収入 3,094 2,139

無形固定資産の取得による支出 △31,761 △50,752

投資有価証券の取得による支出 △1,358 △201,425

補助金の受取額 20,000 10,000

その他 1,343 3,429

投資活動によるキャッシュ・フロー △815,813 △1,172

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 135,000 △150,000

長期借入れによる収入 150,000 50,000

長期借入金の返済による支出 △53,364 △108,007

リース債務の返済による支出 - △1,030

自己株式の取得による支出 △17,534 -

配当金の支払額 △44,068 △53,759

財務活動によるキャッシュ・フロー 170,033 △262,797

現金及び現金同等物に係る換算差額 △28,482 19,915

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 73,238 △257,964

現金及び現金同等物の期首残高 1,427,075 1,966,452

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,500,314 ※ 1,708,487
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【注記事項】

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年９月１日
　　至 平成28年２月29日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年９月１日
　　至 平成29年２月28日）

給与手当 392,917千円 394,186千円

賞与引当金繰入額 47,033 48,772

退職給付費用 11,087 10,519

役員退職慰労引当金繰入額 4,070 4,180

減価償却費 66,574 66,531

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年９月１日
至 平成28年２月29日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年９月１日
至 平成29年２月28日）

現金及び預金勘定 1,945,666千円 1,808,487千円

預入期間が3ヶ月を超える定期預金 △845,352 △400,000

有価証券 699,621 300,000

取得日から償還期限までが3ヶ月を超える

有価証券
△299,621 －

現金及び現金同等物 1,500,314 1,708,487
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年９月１日　至　平成28年２月29日）

１．配当に関する事項

（１） 配当金支払額

 　　平成27年11月27日の第42期定時株主総会において、次のとおり決議しております。

　　 ・普通株式の配当に関する事項

　　（イ）配当金の総額　　　　　   　44,412千円

　　（ロ）１株当たり配当額　　　　   　　　12円

 　　(ハ）基準日　　　　　　　　平成27年８月31日

　　（ニ）効力発生日　　　　　　平成27年11月30日

　　（ホ）配当の原資　　　　　　　　　利益剰余金

（２） 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間末日後となるもの

　  　該当事項はありません。

 

２．株主資本の著しい変動に関する事項

　  　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年９月１日　至　平成29年２月28日）

１．配当に関する事項

（１） 配当金支払額

 　　平成28年11月29日の第43期定時株主総会において、次のとおり決議しております。

　　 ・普通株式の配当に関する事項

　　（イ）配当金の総額　　　　　   　54,015千円

　　（ロ）１株当たり配当額　　　　   　　　15円

 　　(ハ）基準日　　　　　　　　平成28年８月31日

　　（ニ）効力発生日　　　　　　平成28年11月30日

　　（ホ）配当の原資　　　　　　　　　利益剰余金

（２） 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間末日後となるもの

　  　該当事項はありません。

 

２．株主資本の著しい変動に関する事項

　  　該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年９月１日　至　平成28年２月29日）

当社グループの報告セグメントは、「自動車等の関連部品事業」のみであり、「その他の事業」の重要性が乏

しいため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年９月１日　至　平成29年２月28日）

当社グループの報告セグメントは、「自動車等の関連部品事業」のみであり、「その他の事業」の重要性が乏

しいため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年９月１日
至　平成28年２月29日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年９月１日
至　平成29年２月28日）

１株当たり四半期純利益金額 55円95銭 23円43銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 207,033 84,518

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（千円）
207,033 84,518

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,700 3,607

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

 

２【その他】

 　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年４月10日

株式会社エッチ・ケー・エス

取締役会　御中

 

芙蓉監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　　潤　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　　岳　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エッ

チ・ケー・エスの平成28年９月１日から平成29年８月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成28年12月

１日から平成29年２月28日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年９月１日から平成29年２月28日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エッチ・ケー・エス及び連結子会社の平成29年２月28日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

                                                                                                   以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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